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 要  旨 
近年，Web 上のコミュニケーションメディアとして Blog や SNS(Social Networking Services)
が注目されている．これらのメディアは，ヒューマンコミュニケーションを活性化する一方，プ
ライバシー情報の漏洩や誹謗中傷などの不適切な表現が問題になっている． 
そこで，本論文ではユーザが十分配慮せずにメディアへ投稿した文章を自動的にチェックし，
必要な開示制御を行う技術を提案する．さらに，開示制御を実現するために，投稿した文章から
プライバシー情報を検知する手法を検討する．これにより，ユーザに手間をかけず，複数の相手
と 1 つの話題を共有してコミュニケーションを図るというメディア特有の面白さを維持すること
ができる． 
まず，従来技術であるアクセス制御の適用を検討し，ヒューマンコミュニケーションの特徴か
らそのままの適用が出来ないことを明らかにした．Web 上に投稿された日記の実例を分析して，
DCNL のシステム要件とシステム構成を見出した．DCNL は，自然言語処理，共起分析，Web
検索を使用してプライバシー情報に関する知識を自動的に収集し，これらの知識を用いて閲覧者
のクラスごとにユーザの文章を変換する．そのためユーザは，開示制御のルールを定義する，閲
覧者のクラスごとに異なる文章を書くなどの負担を被ることなく，快適で安全なコミュニケーシ
ョンを行える． 
DCNL の実現性はいかにユーザへ負担をかけずに文章の問題表現を検知できるかにかかる．そ
のため，DCNL の最も重要な機能の中心であるプライバシー情報の検知手法について検討した．
投稿された日記の実例文章から，人間がいかにプライバシー情報を検知するか詳細に分析した．
その結果，対象となるユーザのプライバシー情報自体を表す語（NG ワード），プライバシー情報
の種類を表す語（種類語），プライバシー情報の種類を表す特徴的な接尾辞（接尾辞）の 3 つの知
識があり，これらの組み合わせによって処理が異なることを明らかにした． 
さらに，知識の収集を容易にする処理・学習を検討した．プライバシー情報の検知は，事前に
準備されたプライバシー情報が直接検知される場合（直接の検知）と，準備されたプライバシー
情報をもとに新たな情報が検知される場合（想起の検知）に分けられる．以上の分析に基づき，
自然言語処理，共起分析，Web 検索を用いて，知識の事前準備のレベルに応じた処理方法，直接
の検知，想起の検知に応じた処理方法を考案した．これらの組み合わせによるアルゴリズムを提
案し，さらに Web 検索技術を用いた学習方法を検討した． 
